
 

 

 

 

 

2013年 2月 26日 
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北海道コカ・コーラボトリング株式会社(本社：札幌市清田区 社長：矢吹健次)は、公益財団法人 北海

道対がん協会（以下、協会）及び、当社と協会の協定に基づく「ピンクリボン自動販売機」（以下、自販機）

設置者とともに、北海道でピンクリボン活動に取り組む市民団体への助成事業（以下、助成事業）を、自

動販売機による寄付事業としては北海道で初めて開始いたします。 

 

                       本助成事業は、自販機による協会への寄付金の一部を、「ピンク  

                      リボン活動」に取り組む北海道の非営利の市民団体への助成金と  

                      して活用する事業であり、ピンクリボン活動に賛同する全道の自販機 

                      設置者の善意によって実現にいたりました。“北海道”の自販機が 

拠出する寄付金が、具体的な目的をもって“北海道”のために活用 

されることは、道内初の試みとなります。 

本助成事業の目的は、以下の通りです。 

 

① 北海道内のピンクリボン活動のさらなる活性化、及び乳がん  

検診率の向上支援 

② ピンクリボン活動に取り組む多くの団体・企業間の水平連携の 

  強化 

 

乳がんは今や16人に 1人が罹患すると言われております。他のがんと比較して5年生存率、10年生

存率が高い一方、道内の乳がん検診の受診率は全国平均以下の 28％（※）であり、欧米の 80％を超え

る受診率とも大きな差があります。本助成事業は北海道の活動団体によるピンクリボン活動をサポート

することで、北海道の人びとの乳がん検診への意識をより高めること、そして北海道の乳がん検診率の

向上へ寄与することを目指しております。 

 

 また、将来的には本助成事業を通じて多くの市民団体や賛同企業がつながり、互いに成長できる機会

の創造などを予定しております。 

 

本助成事業の詳細については、下記の通り開催される「寄付金贈呈式・感謝状授与式」の場にて発表さ

せていただきます。報道関係の皆さまのご取材・ご掲載により、本助成事業が多くの皆さまに周知され、  

北海道のピンクリボン活動の輪の拡大が期待されます。ご多忙の折かとは存じますが、何卒ご取材の程、

宜しくお願いいたします。 

 

■ ピンクリボン支援自動販売機 寄付金贈呈式 及び 感謝状授与式 のお知らせ 

○ 日 時  ： 2013年2月28日（木） 午後2時より 

○ 場 所  ： 公益財団法人 北海道対がん協会  4階会議室（札幌市東区北26条東14丁目1番15号） 

○ 出席者  ： 公益財団法人 北海道対がん協会 会長  菊地 浩吉 

当社   リテール事業部 札幌販売部長  山野 正幸 



 

当社は、北海道の皆さまに支えられ、2013年1月で創業50周年を迎えました。これからも地域の

お役に立てる企業を目指して、安全・安心に係る応援事業、環境保全事業、未来を担う子どもたち

を育む事業などを、継続して推進してまいります。 

※「国立がん研究センターがん対策情報センター」都道府県別がん検診受診率データ（2010年、過去2年） 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

北海道コカ・コーラボトリング株式会社 

広報・ＣＳＲ推進部  担当：扇 

TEL 011-888-2135 

【ご参考】 

 

※1．「ピンクリボン自販機」の機能ついて  

 

                      

                        （１） 大きな募金箱 

                           「ピンクリボン自販機」による寄付金は、設置者の「設置手数料」 

                         の一部から拠出されており、設置者の“善意”による寄付となりま 

す。 

  また上記の仕組みから飲料を購入するごとに寄付金が集まる 

ため、地域の皆さまも簡単に募金活動に参加することが出来ます。 

 

                        （２） 大きな広告塔 

        「ピンクリボン」自販機は、専用の資材取り付けなどにより、設置 

地域において常にピンクリボンに関するメッセージを発信してお 

ります。 

 

 

 

※2．当社と協会の「ピンクリボン」における取り組みについて 

 

 当社は「ピンクリボン活動」をより強く応援するため、事業領域を超えた啓発活動に取り組んでおります。 

 

（１） 法人向けピンクリボンセミナーの実施 

（２） 子育て世代の女性向け「ランチ & クイック 

セミナー」の実施 

（３） 地域の幼稚園及び通園児童との協働による、 

ピンクリボンモニュメントの作成・掲示 

（４） ピンクリボン活動に取り組む市民団体との協働 

 

 

 

 

 

 

 

 （上） 

「ランチ&クイックセミナー」では、親子で 

楽しく「乳がん」や「健康」を考える場を 

提供しました。 

（左） 

2012年10月14日、「ピンクリボンファミリー」 

のイベントに共催し、親子へ「乳がん検診」の大切さを訴えました。 

デザインは一例です 

地域の幼稚園との協働によるモニュメント 


